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ライフサイエンスとITを中心としたコミュニティの醸成

１．研究開発事業の企画立案およびコーディネイト

２．産学共同研究のコーディネイトおよび支援

３．大学等で開発された先進的情報技術の試行環境の提供

４．研究開発された知的財産の管理および活用

５．研究開発型企業の起業支援および育成

６．バイオIT分野の人材育成
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数字で見る製薬産業

くすりの開発成功率
11,299分の1

基礎研究の段階で発見された「くすりの候補」となる新規物質のうち、どれくらいが実際
に「くすり」として認められるのでしょうか。
製薬協の研究開発委員会を構成する１８社について見ますと、
５年間（１９９５～１９９９年）に候補とされた物質（化合物数）は
４０６，７５３件にものぼりますが、そのうち製造承認を取得できたのはわずか８３件です。
開発成功率は、１１，２９９分の１にすぎません。くすりの研究開発には、非常に大きな
リスクがともなっています。
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数字で見る製薬産業

医薬品の研究開発期間

10～18年
新しいくすりが誕生するまでには、どれくらいの年月がかかるのでしょうか。現代の研究
開発には、最新の科学技術やコンピューターによるスクリーニングなどが導入されてい
ますが、それでも基礎研究から製造承認を経てひとつのくすりが誕生するまでには
１０～１８年という長い歳月を必要とします。その間、途中で開発を断念したものの費用
までをふくめると、１品目当たりのくすりの開発費用は１５０～２００億円にも達します。
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Structure of Human Genome
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ゲノム創薬プログラム

ヒトゲノム ３０００ＭＢ２００１年ドラフト完了

ｍＲＮＡ (ｃＤＮＡ) １０万個

創薬ターゲット １０００～１００００

３～４万の遺伝子から１０００個のターゲットを効率よく見出すことが重要

・ゲノム創薬を見据えた開発研究は世界中の製薬企業で進行中。
・ターゲット探索段階のみならず、薬理・毒性評価段階にも利用可能。
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Genome sequencing & mapping

Structural Genomics

Functional Genomics

Pharmacogenomics

Proteomics

Bioinformatics

SNPs

From Genotype to Phenotype
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Biology

Pharmacology

Medicine
Genome-scale
massive data

collection

Bio-
informatics

Genome / Post-Genome 
Projects
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New Drug Target New Diagnostic Target

Genomics

Toxicology Developmental Research
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Three Elements of Modern Drug Discovery System 

Combinatorial
ChemistryＨＴＳ

Genomics

Gene 
Structure
Function
Information

analysis
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p r o j e c t◆ ｃＤＮＡマイクロアレーによる発現情報解析ｃＤＮＡマイクロアレーによる発現情報解析

Automated Slide ProcessorAutomated Slide Processorがん細胞がん細胞

正常コントロール

RNA

RNA

正常コントロール

ハイブリダイゼーション

cDNA

cDNA
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SET1 SET2          SET3            SET4         SET5
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ゲノム～生命の設計図

24種類の染色体：
22常染色体と
X・Y染色体

DNA (デオキシリボ核酸)

4種類の塩基（A, G , C , T）
３０億文字からできている

300－1000万カ所は
個人間で違っている
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遺伝因子と環境因子

食事
ストレス
生活習慣

病気
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AAGTCATGGTCATGT 80人

AAGTCATCGTCATGT 20人

AAGTCATGGTCATGT 20人

AAGTCATCGTCATGT 80人

100人の
ＤＮＡ

G型が副作用を起こしやすいとわかる

100人の
ＤＮＡ

遺伝暗号の違っている部分を探していく
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Bio-Venture Stream

Search for
New Drug
Targets

Validation of
Candidates ＨＴＳ

Lead

Optimization
Pre-clinical Clinical Sale

Examination
After Sale

Prediction by Informatics 

real time PCR

in situ hybridization
Cultured cell

Ｔｇ／ＫＯ mouse

Reverse Pharmacology

ＤＮＡ Micro array

Proteome

ＤＮＡ Data

SNPs Analysis

Haplotype Analysis

Responder (R)  / NonR Analysis

Toxicogenomics

Patent Filing

Expression Profile

Functional Analysis

Bioinformatics

Protein 
Structure 
Analysis

Pharmacogenomics
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インシリコ創薬は日本の化合物ライブラリー
の少なさを克服できるか？
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1. 創薬バリューチェーン

創薬候補
遺伝子
タンパク質
の同定・選択

良質の
タンパク質の
大量生産

タンパク質
の結晶化

タンパク質
のX線解析

In silicoでの
構造解析

化合物骨格
の選択

In silico
ADME

化合物の
In silicoでの
デザイン

リード化合物
の特定

EXIT
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１．研究開発事業の企画立案およびコーディネイト

企業（製薬） 企業（医療）
ベンチャー

ベンチャー

バイオ情報ハイウェイⅡ

BioGrid Center BioIT人材育成Center

宿泊研修対応型人材
育成センター

研究開発人材

研究支援人材

知財活用促進、ビジ
ネス化支援

ASPサービス

Bioビジネス支援
TestBed
環境

企業（食品） ベンチャー

R&D

ネットワーク運用

開発支援

SPring-8

彩都
神戸医療
産業都市

京都
関西文化学術
研究都市

MEG（産総研池田）

播磨科学
公園都市

医薬基盤技術研究所蛋白質結晶構造解析
プロジェクト

ITBL
トキシコゲノミクス

再生医療プロジェクト

インシリコヒューマン

細胞・生体機能
シミュレーション

生体シミュレーション
技術への応用

大規模シミュレーション
技術の統合

BioIT支援センター機能

超高圧電子顕微鏡
（大阪大学）

バイオデータベース
の連携

バイオグリッドプロジェクト

プロテオーム解析

グリッド基盤技術オンラインデータ
解析技術

長浜バイオ

BERILSPC

バイオグリッド・プロジェクトをさらに拡大発展させるための、大学を中
核とした研究開発プロジェクトの企画およびコーディネイト
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2002年度より毎月実施
知財活用やビジネス化の支援を行う

NPO法人で継続・発展

公認会計士 弁護士

弁理士

税理士 キャピタリスト

近畿経済産業局大阪商工会議所
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塩野義製薬
住友製薬
大日本製薬
三共
山之内製薬
藤沢薬品
旭化成
第一サントリー
日本新薬
（9社）

日本電気（NEC）
日立製作所
富士通九州
三井情報開発(MKI)
三菱スペース・ソフトウエア
日本MDL
（６社）

IT企業製薬企業

大学・研究機関
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２．産学共同研究のコーディネイトおよび支援

大学等で生じた研究成果を産業界で活用するための実用化研究開
発のコーディネイトと支援を行う。

大学・研究機関

IT企業

製薬企業等

ベンチャー

NPO
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３．大学等で開発された先進的情報技術の試行環境の提供

大学・研究機関

製薬企業 IT企業
テストベッド

先進的な研究開発成果を、産業側で使えるように成長発展させるため
の仕組みとして、試行環境（テストベッド）を構築。

大学、利用側の企業、IT企業の研究者・技術者が評価、ディスカッショ
ンができる場を設ける。

ベンチャー ベンチャー
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４．研究開発された知的財産の管理および活用
５．研究開発型企業の起業支援および育成

■バイオグリッド・プロジェクトでのビジネス化支援会議の
活動を継承し、大学の知財本部やTLOと連携しながら、大
学等で生じた研究成果のビジネス化を支援、促進し て
いく。

■バイオIT分野でのベンチャービジネス創生を支援してい
く。

■知財やビジネスのスペシャリストとのディスカッションが
できる場を設ける
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６．バイオIT人材育成

大阪大学 サイバーメディア
センター

協
力

 
創薬ＩＴ人材育成委員会 
育成カリキュラム検討・策定 

三井情報開発株式会社 
企画・教材開発、研修 

千里国際情報事業財団 
研修、実証 

スクール受講者 一般 

創薬ＩＴ人材育成プログラム 

補習教材（WEB 上）スクール講義及び実習 

補習

ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ 
基礎コース 

一般公開 

生命科学 
基礎コース 

創薬ｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ 
基礎コース 

バイオインフォマティクス、創薬インフォマティクス等のバイオとITの融合
領域のスペシャリストを育成するためのセミナーや教育プログラムを実
施する。また、グリッド技術を中心にIT分野のスペシャリストの育成も行う。
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バイオグリッドセンター関西
グリッド実証実験概要
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１．ﾊﾞｲｵｸﾞﾘｯﾄﾞｾﾝﾀｰ関西グリッド実証実験事業
（開始後のﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ概要）

NPO NPO ﾊﾞｲｵｸﾞﾘｯﾄﾊﾞｲｵｸﾞﾘｯﾄ

ﾞｾﾝﾀｰ関西ﾞｾﾝﾀｰ関西

A
S

Pｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ

W
eb

環境構築運用Ｇ環境構築運用Ｇ

ASPｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ
基盤ｾﾝﾀｰﾘｿｰｽ

ﾋﾞｼﾞﾈｽ支援推進機関ﾋﾞｼﾞﾈｽ支援推進機関

H/WH/W提供，ＳＩ提供，ＳＩ

事業者Ｇ事業者Ｇ

ＡＰ、ＤＢ提供ＡＰ、ＤＢ提供
事業者Ｇ事業者Ｇ

Ｒ＆Ｄ機関ＧＲ＆Ｄ機関Ｇ
（大学，企業）（大学，企業）

運営費として、
① ﾘｿｰｽ使用料、ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
② 証明書発行等ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
③ ｸﾗｲｱﾝﾄｿﾌﾄ使用料

運営費として、
① ﾘｿｰｽ使用料、ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
② 証明書発行等ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
③ ｸﾗｲｱﾝﾄｿﾌﾄ使用料

製薬企業
製薬開発

ユーザＧ形態１ユーザＧ形態１
自社ﾘｿｰｽ利用自社ﾘｿｰｽ利用

製薬、食品、化学企業

大学

研究機関

製薬開発等

教育・研究

研究

ユーザＧ形態２ユーザＧ形態２
ｾﾝﾀｰﾘｿｰｽ利用ｾﾝﾀｰﾘｿｰｽ利用

AA
ＳＳ

PP 事
業
者

事
業
者

// ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
事
業
者

ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
事
業
者

ASP用ＡＰﾘｿｰｽ

ＳＩ，ｺﾝｻﾙＳＩ，ｺﾝｻﾙ
サービスサービス

ﾌｨｰﾌｨｰ

ＡＳＰｻｰﾋﾞｽＡＳＰｻｰﾋﾞｽ
ｺﾝｻﾙｺﾝｻﾙ

ﾌｨｰﾌｨｰ
＜開発、保守＞
・管理
・契約
・課金
・セキュリティ

ＳＷﾗｲｾﾝｽＳＷﾗｲｾﾝｽ
使用使用

ﾘｿｰｽﾘｿｰｽ
使用使用

ＩＴ構築ＩＴ構築
ﾘｿｰｽ提供ﾘｿｰｽ提供

使用料使用料

使用料使用料
ﾌｨｰ、使用料ﾌｨｰ、使用料

研究開発研究開発
成果提供成果提供

研究開発費研究開発費

推進
①全体の調整
②参画者，ﾂｰﾙの勧誘
③制度調整

推進
①全体の調整
②参画者，ﾂｰﾙの勧誘
③制度調整

モデル２モデル２

モデル１モデル１

UU--GG

ＢＭＢＭ--GG

ＳＳ--GG

AA--GG

R&DR&D--GG

EE--GG


